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令和６年度一般公開の実施結果について 

 

令和６年度の「鳥羽の藤」「蹴上のつつじ」一般公開は、花を観に来ていただくことを

きっかけに、上下水道事業への理解を深めていただくための取組として５年ぶりに再開す

ることができ、期間中に花の開花がちょうど重なったこともあり、両会場合わせて約３万

人にお越しいただけた。 

再開に当たっては、公費負担の軽減のため、イベント内容の見直しや協賛金（延べ１０

の企業・団体のご協力）等の財源を確保しつつ、能登半島地震を踏まえた防災面のＰＲ

や、琵琶湖疏水の魅力発信を充実させるなど、様々な観点から、事業全体を再構築した。 

令和７年度一般公開事業については、施設見学や水質実験など、事業の理解促進につな

がる企画を充実したいと考えている。 

 

 

 

 

 

１ 開催日時・来場者数等 

  鳥羽・蹴上ともに、晴天・休日といった条件がそろった２日目に来場者が集中。 

鳥羽の藤 

（鳥羽水環境保全センター） 

 

※アンケート回答 501 人 

開催日時 天候 開花状況 来場者数 

４月 19 日(金)10～16 時 晴れ時々曇り ９分咲き 3,669 人 

４月 20 日(土)10～16 時 晴れのち曇り 満開 5,836 人 

４月 21 日(日)10～16 時 雨 満開 2,379 人 

計 11,884 人 

蹴上のつつじ 

（蹴上浄水場） 

 

※アンケート回答 618 人 

開催日時 天候 開花状況 来場者数 

４月 27 日(土)10 時～16 時 曇り 見頃※ 4,298 人 

４月 28 日(日)10 時～16 時 晴れ 見頃※ 8,493 人 

４月 29 日(月・祝)10 時～16時 曇りのち雨 見頃※ 5,427 人 

計 18,218 人 

※花の育成状況から一斉に満開とはならない 

２ 令和６年度の主な新企画 

会場 内容 詳細 

共通 防災コーナー 震災現場にて対応した防災担当職員による、能登地

震への対応についての説明及び質問等への対応。給

水車、防災関連パネルの展示。疏水物語の購入受付 

疏水物語配布数：約１万本 

共通 琵琶湖疏水魅力発信コーナー 琵琶湖疏水やびわ湖疏水船、琵琶湖疏水記念館の紹

介パネル展示。学芸員によるトーク等 

鳥羽 下水道技術研修施設公開 常時開放。施設内での来場者からの質問に随時対応 

参加者：1,974 人 
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（参考）来場者アンケートにいただいたご意見（一部） 

【鳥羽】 

・京都市民として誇りに思った。またどの職員の方も大変親切に対応して頂きまし

た。ありがとうございました。 

・来年は施設も詳しく見てみたい。 

・下水道の処理の仕方等興味深い展示も良かったです。 

・今回、水道が税金ではなく、水道料金から運営されていると知り、立派な藤棚を見

せて頂いた事にさらに感謝致しました。 

・藤棚が目当てで行ったのですが、上下水道局の展示なども見てみると面白く、行っ

てよかったなと思いました。 

・藤目当てにきましたが、下水の仕組みを体感的に学べたり、微生物占いがあったり

と、みんなが興味を持てるようなブースが設置してあり、水道局の方々の努力が感

じられとても楽しかったです。また来たいと思わせてくれる素晴らしいイベントな

ので来年を楽しみにしています。ありがとうございました。 

・藤をメインで見に来たが、小学生の娘が実験コーナーをとても楽しんでくれた。ま

た、親子で下水処理について、話しながら勉強できて良かったです。 

・子供たちは水質処理の設備や原寸大のマンホールなどの展示、微生物診断やスタン

プラリーも楽しんでいて、とてもよかった。 

 

【蹴上】 

  ・５年ぶりの公開をとても待ち望んでいた。ゴールデンウイークで職員の方も休みた

いところ、休日出勤されて、このすばらしい一般公開を開催していただき大変感謝

しております。 私たちが、場内でゴミを捨てない、食べ歩かない、立ち入り禁止

エリアに入らないなどしっかりマナーを守って、来年以降も継続されることを期待

しています。 

  ・一昨年、京都市に移住して市の水道を利用するようになったので、初めて訪れまし

た。安心して水が利用できるとわかりました。大切に利用します。 

  ・施設見学ツアー、非常によかったです！ 

・毎年、一般公開を楽しみにしています。ツツジや藤の満開と公開期間が重なるのも

時の運で、それも楽しみの一つとしています。 

  ・琵琶湖疏水魅力発信コーナーでのトークが、笑いも交えつつ澱みなく話していて聞

きやすかった。 

  ・市民の啓発活動に行政が力を注いでいることが実感できた。 

・このように市民に情報開示する機会を増やしてほしい。 

 

 

 


